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例

0本書は昭和56年 12月 12日 より12月 27日 まで 16日 間にわたって行われた宮北遺跡の

調査報告書である。

O本書には宮北遺跡の東方 300m余にある車塚の立合調査報告も合せて付 した。

。本書の執筆は社会教育課 神沢昌二郎が行い、車塚については、倉科明正、三村 肇

氏の報告である。

0本書執筆にあたって陶磁器については市内浅間在住の陶芸家篠田義下氏に、:瓦 につい

ては惣社、元製陶業原喜和次氏にご教示をいただいた。
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第 1章  発 掘 調 査 の経 過

第 1節  調 査 に 至 る経 過      1~    |~

昭和55年 より57年度にかけて、惣社地区内に市道開発計画がありヽ 市道の一部が宮北遺跡に隣接

するため、発掘調査をし記録保存をはかることとした。また、市道予定地は信濃国府推定地の下つで

もある惣社伊和神社西方200:=m程に位置しているため、松本史談会より国府推定地解明のためにも調

査を行うよう要望があった。

市では 9月 補正予算に50万円を計上し、道路敷地および隣接地を約 100げにわたつて発掘調査をす

ることとし、調査は松本市教育委員会が直営で行うこととした。

着手に先立って、 9月 より数回にわたって現地調査を行い、最終的には10月 に地主田中長治氏、原

良一氏、市建設部竹川俊文技師、市教育委員会神沢昌二郎、百瀬 清主事らにて発掘地点を誅定した。

発掘調査には社会教育課神沢昌二郎が担当者となり、中信考古学会の大久保知巳・西沢寿晃・三村

肇・山越正義・横田作重・熊谷康治氏の助力をいただき、調査補助員としてあがた考古会の瀬川長広

。大出六郎・吉沢酉巳・上野正春氏の他に滝沢智恵子・山崎治男氏のご協力を願い、また地質部門につ

いては大田守夫氏にお願いした。

第 2節 調

0昭和56年 12月 12日 (土 )晴

地主田中長治氏立ち会いのもとにA地区発掘地点決定。他にB～ Dま でグリット設定する。基本的

には、A地区 4× 5m、 B地区 2× 10m、 C地区 3× 3m× 5ケ所、D地区 3× 4mの計97m3を 発

掘することとする。

AoD地 区は道路敷地および予定地で、 B・ C地区は道路隣接地である。

午後よりC-2, 5グ リットを掘るが、C-5で は-30cmで V字状の礫が検出される。

012月 13日 (日)晴

参加者が多いため、A地区を掘る。 4× 5mの うち、北側の方には-20cm余 りで礫があり、葡萄の

根が入 りこんでいる。遺物は須恵器等の小破片が20片程検出される。中心よりやや西側に中30c臥

長さ 3mあまりの南北に走る礫の列があり、ボーリングステッキによる調査では更に南へ 6mぁ ま

り続いている模様である。他に西傾1に も南北に走る礫列がボー リングによって確認された。他にコ

の字状に浅い掘 り込みがあった。

誌査
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012月 15日 (火 )晴

B地区を掘る。-25cmで高不出土。その下-40cmの黒色土層中に8二30 cm大 の礫が散見(二 50こmで

弥生後期の壺形土器 口縁部出±。

全般に-50cm位でこぶし大の礫がある。

別班で全体演1量 を行 う。

012月 16日 (水 )晴

B地区中央部で黒色土の僅かな落込みを感 じるが、住居址としての範囲ははっきりしない。口縁部

作図のうえとりあげると、下部にはまだ土器が続 く。

C地区 2グ リットを掘る。浅い径20cmあ まりの小穴が 2本でる。

012月 17日 (木 )晴

C地区 4グ リット掘る。土師器片出±。-80cmあたりより礫が出る。

三角点より水平値をかしだす。

012月 18日 (金 )晴

AT,C-5清掃。C-1掘 り下げ、-40cmで礫が出る。他にBTの 南倶1集石部分掘 り出し、測図する。

SBCTV、 信毎、読売、市民タイムス取材に来訪。

012月 19日 (土 )曇・小雨

C-1掘 り下げ。南側のこぶし大礫層は厚い。

C-2,4, 5断 面図、C-5礫 列測図。

D地区掘 りはじめる。打製石斧出±。

012月 20日 (日 )雪・晴

B地区集石たち切 り。

C-5礫 列実浪1、 その南側を部分的に掘 り南限をさぐる。

D地区掘 り下げ。-70cmあまりで径 10～ 20 cmの礫散見。土師器片出±。

昼休みに原儀兵氏宅にて周辺古図拝見。

012月 21日 (月 )晴

C-5実測終了。礫列の南限はV字状分岐点より南へ15mの地点である。

V字状溝たち切り測図をとる。

012月 22日 (火 )晴

C-4お よびD地区測図。

012月 23日 (水 )薄曇

B地区平面、断面図とり。
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C-12 2, 4演 1図。

C地区北側の礫列をさがすo北端はV字状分岐点より12血程延びている。

012月 24日 (木 )晴

太田守夫氏により、地質岩石調査(午後松本史談会見学。

A地区平面・断面図、C-1平 面図をとる。

012月 25日 (金 )

テント撤収、北倶1道路と平行 して、礫列がある。

。12月 26日 (土 )晴                 ′

C地区平板測量。あと午後より小型重機により埋±。

012月 27日 (日 )晴

埋土、午前中かかって完了。

第 2章 遺 跡 の 環 境

第 1節  遺 跡 の 自 然 環 境

惣社地区は松本市の東部にあり、標高は 600m余で、薄川の扇状地で畑地と水田地帯にまたがる。

地形は僅かに西傾する。その北方には湯川が天丼川となって曲流 し、その北側は女鳥羽川の堆積物に

より形成されている。そのため遺跡周辺は薄川の氾濫により美ケ原安山岩や石英閃緑岩と、女′鳥羽川

上流の三才山方面の現岩やガラス質安山岩などが混在 し、耕土 も20～ 30 cmと 浅い場所が多いが、部

分的には lm近 〈のところもある。

水便は悪 く、南側の大街道では、井戸数は 5本 しかなく、その深さも10～ Hmあ まりで、冬期間

は渇水することもあったという。

週跡の北側には池があり古老の話では井戸をつ くまでは湧水池であったということであるが、昨年

湿地状態だったところを埋めたてて宅地化 してしまっている。この池の脇には灌漑用の井戸があり、

周辺の田用水として利用されており、その後この井戸は上水道に利用されている。上水道用井戸は今

回発掘地点の南倶1に もある。

伊和神社横には里山辺から流れる小水路があり、これが遺跡の南側を西下 して清水堰に達している。

一方北川の湯川上流より田用水をとってあり、遺跡西側の水田をうるかしている。 しかし今回発掘調

査地点は現在水田耕作をして居ず、休耕田と畑および従来からの畑である。 これら畑でも早魃の折に

は蕎麦を作ったこともあるという。
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第 2節  遺跡の歴史的環境

松本市内には400に近い遺跡があるが、今回調査の惣社地区周辺にも多くの遺跡がある。ここでは

薄川左岸より女鳥羽川右岸までの、いわゆる東山方面を主としてみてゆきたい。       |

● 縄 文 時 代

この時代の遺跡は東山山麓から市街地に西下するにしたがつて数が少 くなって く,る が、山麓遺跡

としては南より弘法山西麓の平畑遺跡では石鏃が、千鹿頭社入口北のブドー園では土師器、須恵器、

灰釉陶器片とともに組文土器片、打製石斧が採集され、林城山西麓の林山越遺跡からは石棒が採集さ

れている。平地では薄川左岸で神由集落内と筑摩東遺跡、筑摩小学校周辺で土器片が採集されている。

川を越えて右岸では針塚周辺では前期諸磯Cお よび中期土器が出土し、下って四谷遺跡からは加曾利

E式に属する完形土器が、あがた遺跡に接する埋橋では凹石と大形石棒が発見されている。更に北ヘ

行くと、今回調査の宮北遺跡で打製石斧と石鏃、塚田遺跡からは曾利Ⅲ～Ⅳ式に相当する完形土器が、

下って曳鳥羽川河床からは晩期を主とする土器、土偶、石器等が発掘調査により検出されている。大村

遺跡群の中では、大村神社南側で後晩期の遺物が出土している。        |

● 弥 生 時 代

この時代はほとんど土師期の遺跡と複合しており、薄川左岸では筑摩遺跡、富士電機遺跡、神田遺

跡、松本工業高校遺跡で土師器とともに僅かではあるが百瀬式から箱清水式に至る遺物が出土してお

り、若岸のあがた遺跡では中期から後期にわたる住居址が三軒発掘され、そのうち一軒では石器工房

ともみられる石器群が検出された。上流に上って針塚では再葬墓を中′いとする墓墳より多数の土器棺

が57年3月 に発掘され 過去の出土遺物と合材 ると10数点を越えるが、時期的には前期または中期初頭

の条痕文、沈線文の壺が主である。今回発掘の官北遺跡からは簾状文の壺が出土している。

● 古 墳 時 代

南に国史跡の指定をうけている前方後方墳の弘法山古墳がある。昭和49年 の発掘調査により、礫郡

内より半三角縁四獣文鏡、ガラス小玉、鉄斧、鉄剣、銅鏃、鉄鏃等のほか、土師器の壺、高不、器台、

手焙形土器が出土しており、その東方棺護山古墳群内の(中山36号墳そは粘土椰で、半三角縁上方作

克獣帯鏡、鉄鏃、土師器が出土し、続く開成中学校 地々よりも鉄剣、直刀t鉄鏃、有孔砥石が出
=し

て

いる。北の林城山西麓の里山辺9号墳(御符 )では直刀が出土、薄川の氾濫原にある皇山辺10号墳

(巾上)では直刀、替、管玉、須恵器が出土しており、56年 12月 の圃場整備に伴う立合調査では、

水田面下70cmで裾石とともに土師、須恵器片が出土した。

右岸に渡ってあがた遺跡で示した範囲内では、松商学園高校敷地より半欠の瑞花双鳥八稜鏡が、あ

が:た の森内に県塚第 1号墳、委糸公園東桑畑内に県塚第 2号墳がある。四谷遺跡に隣接 して、清水小
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塑三轟.

X印 今 回発掘地点   1.弘法 山古墳  2.平畑遺跡  3.棺護 山古墳群  4.三才遺跡  5.神 田遺跡  6.筑摩東遺跡
7.富士電機遺跡  8.千鹿頭北遺跡  9.林山越遺跡  10。 里 山辺 9号墳  11.里山辺 10号墳  12.松本工業高校遺跡
13筑摩遺跡  14針塚遺跡、針塚 古墳  15.里山辺 H号墳  16.あがた遺跡  17.四谷遣跡  18.下原遺跡  19.里 山辺
l号墳  20.荒町遺跡  21.里山辺 2号墳  22.兎川寺遺跡  23.荒井遺跡  24.車塚 古墳  25。 宮北遺跡  26。 女鳥羽川遺
跡  27.元屋敷遺跡  28.横田遺跡  29.惣社北遺跡  30.里山辺 5号墳  31.塚田遺 跡  32.大村遺 跡群

第■図 宮北遺跡および周辺遺跡図

ヨ
瞬
督
・、
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学校西側墳丘より小形八稜鏡と灰釉の壺、不が発見されている。上流に戻って里山辺H号墳 (北河原

屋敷 )、 同 4号墳 (針塚 )、 同 2号墳〔大塚 )、 同 1号墳 (荒町 )等積石塚が存在し、今回付記した

車塚および湯の原寄りの山腹に里山辺 5号墳 (オ ボケ)の円墳等多くの古墳がある。

● 奈ス 平安時代

この時期になると、現在の住宅地のほとんどが遺跡に接する程、濃密である。南からは三才・神田

。筑摩 0富士電機・松本工業高校の各遺跡より土師器・灰釉陶器の出土をみており、右岸のあがた遺

跡では既出の緑釉段皿のほか昭和55年 3月 の発掘調査では住居址 1お よび多数の土師器・須恵器・灰

釉陶器を検出した。中でも住居址内より金メッキの叙子を1点出土したことは特筆に価する。この他

委糸試験場、県ケ丘高校、松商学園の各敷地および隣接する北小松地区内でも遺物の出土が多い。ま

た山辺中学校を中′心とする下原遺跡では見込みに線描き花文のある黒色土器の碗が出ており、他に荒

町 0兎川寺 0古屋敷・横田・惣社周辺・荒井 。大村より土師器を主として須恵器、灰釉陶器の出土を

みている。

この時代になると上田にあった信濃国府が松本に移されたといわれているが、その国府所在地が判

然とせず、筑摩東遺跡周辺を中心とする筑摩説、松本城周辺とする深志説、惣社を中′心とする惣社説、

大村廃寺跡等にかかわる大村説などが出されているが、惣社・下の丁・御所前 0御所前北など古地名

から惣社説をとる考えもある。

参考文献

松本市、塩尻市、東筑摩郡誌 自然・歴暮上

あがた遺跡発掘調査報告書

長野県立松本工業高等学校遺跡緊急発掘報告書

昭和 48年 3月 同編纂会

昭禾口56年 3月松本市教委

昭和 56年 3月松本市教委

第 3章  遺 構 、 遺 物

今回調査地区は道路建設予定地を中′心にということにより、南北約 120m、 東西約60mの 範囲内に

A～ Dと 4地区FC分かれて発掘調査を行った (第 2図 )。 その概要は下記のとおりである。

① A地区(第 3,4図  図版 3,8)

〔遺構〕 4× 5mの グリットを掘ったところ、-50cmで巾30 cm、 深さ20 cmの礫列があり、

ボーリングステッキでグリット南倶1を さぐうたところ、約9mの長さにわたって続き、更

`西

側にも

完全な平行ではないが、南北に2本の礫列を確認した(第 4図 )。 礫は 5～ 15 cm大の河原石で無作為
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第 2図 宮北遺跡調査地点全体図
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第 4図 宮北遺跡A地区礫列推定図 (1:150)

に入ってお り、礫中ょり瓦片が出土 した。

この礫列 と直交 して、 コの字型に 20～ 45 cm巾 です15cmの浅い溝状落込みがあり、更に北側には、

中礫群があり、礫とともに須恵器片、瓦片等が検出された。

〔遺物〕 1.須恵器。日縁近くで、外側に波状の沈線が描かれている。横に調整痕があり、

外面は青灰色の釉が薄〈かかっている。内面は指頭による調整痕がある。胎土は微礫を僅かに含む。

焼成は堅級である。 2。 大型甕片で、上部に口縁があったのか、接合部がはげている。横ナデがあ

り、青灰色の微礫を少し含む。焼成堅級。 3。 須恵 甕胴部か。横ナデが残る。内外とも不黒色の

やや焼成のやわらかなものである。胎土は良い。 4。 灰釉陶器に似る須恵器で二本の横ナデの細い

沈線が残る。調整はやや凹凸のある不整面を残す。焼成良。 5～ 9は灰釉陶器。 5は頸部か。内

外ロタロ整形痕を残す。外面は薄 〈釉がかかる。胎土は自色で緻密である。 6も頸部破片か。部分

的に緑灰色の釉がかかる。 7、 8は ともに壺胴部か。 7は 内面に凹凸のロタロ整形痕あり、 8は整

形時についた段があり、内側に彎曲している。外面は灰自釉がかかっている。 9は皿で、回転糸切り

痕 と、浅い高台であり、内面は有段である。 10は薄い黄茶色の釉の貫入 した益子焼の灯明皿片で、

胎土はややあら〈、焼成はやや柔 らかい。 Hは 瑠璃色の多治見産の線香立てで、釉は厚い。大正初

期の手づくりである。 12.列石の中ょり出土 した瓦片で内外面黒色で断面はネズミ色である。厚さ

は 4.3 cmの 平面で直角に曲り、内側は彎曲する。江戸時代以降に建物の壁材 として使われたものと思
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われる。 13。 丸瓦で内外面灰黒色。内側に成形時につ|い た溝状のかかりをとっているが、かかり部

分が 1。 5 cmと 浅い。

② B`地区 (第 5,6図  図版 4,8)

〔遺構〕 A地区の西方 45mあ まりの地点に南北に長く、 10× 2mの トレンチを掘ったとこ

ろ、-25cmで 土師内黒の高不が単独出±。-40cm9黒色土層中に8～ 30 cmの礫が散見。-50cmで弥生

後期の壺形土器口縁部出±。弥生時代の住居址範囲は確認できず。他に南側に集石があり、北側には

自然堆積の礫がある。

〔遺物〕 1は 口径23cmの 弥生式土器で、頸部がつよ〈しまり、胴部が大きくふ〈らむ壺形土

器で、口縁に波状文をめぐらし、頸部には巾 2 cmの 櫛状施文具で簾状文を描いている。頸より肩部に

かけては横位の櫛目文をめぐらせ、その下部に波状文をめぐらせている。更に部分的にはJ ttFC垂下

する櫛目文を描いている。下部は無文で、甲縁外面FCは、横に整形した後、縦にヘラみがきがなされ、

内面も横にヘラみがきがされている。色調は外面上部はややネズミ色をおびた褐色で下部は黒化して

おり、内面は全て黒色である。胎土、焼成は良いが器壁がはげたり、小破片になっている部分が多い。

最大径は全高の中心より下部にあるものと思われ、箱清水式との関連も考えられるが、地域色のつよ

いものである。 2。 厚手の土器で 1と 同時期かと思われるが、胎土に1～ 3 mmも の自石粒が混在し

て、アバタ状である。胴部は欠失しているが、底より直線的に立上っている。色調は外面黒色及び赤

褐色、内面はネズミ色である。 3。 内黒の高不である。不部が欠けている。胴が太〈短く、脚先は

僅かに上反している。不部は斜めにさしこんであるc脚下部には縦のヘラみがきがなされ、赤褐色の

微砂粒を含む胎土そある。平出における編年に準ずれば第 4様式に位置するものと思われる。 4、

5は須恵器で、 4は甕胴部で外面赤茶色、内面青灰色で、断面をみると、 2 mm程 が青灰色である。内

面はよくみがきあげられて滑らかである。胎土はやや小自粒を含む。 5は蓋不かとも思われるもので、

内面にはロタロ整形が残り、外面はよく磨かれている。色調は外面灰青色、内面明灰青色、胎土、焼

成は良い。 6。 器形は不明であるが、外面薄茶色、内面灰茶色で、内面には、ロクロ整形痕を残すb

胎土は灰自色で時期的には平安時代より下るものと思われる。
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第 5図 宮北遺跡 B地区全体図、断面図 (1:60)

集 石 下 部 平 面 図 お よ び 断 面 図

黒 淡 褐 色 礫 (こ ぶ し大 )混 合 土 層

黒 褐 色 十 礫 混 合 層

A一 B断 面 図 の第 6層に 相 当 す る

層
層
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第 6図 宮北遺跡 B地区出土遺物 (1:5)
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③ C地区(第 7～ 9図  図版 5,8)
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第 7図 宮北遺跡 C地区礫列遺構平面図 (1:300)
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〔遺構 〕 3× 3m

のグリット5ケ 所を設定 し

たが、C-5グ リットにお

いて、V字状の集礫を検出。

一部礫の上層に 3 cmの 厚さ

で粘土がはってあった。礫

は巾60cm、 こぶ し大の礫で

25～ 30 cmの深さに埋め ら

れ、下部にゆ くに したが っ

て大礫が入 っていた。礫中

の伴出遺物は、 8の打製石・

斧片、Hの青磁破片、12の 土

師質土器の他、須恵器片な

ど、時期的には一致 してい

ない。

この礫の溝状の線は第 7図

のように水田一帯に広がっ

てお り、部分的には接続 し

ていないが、南北・東西の線

は田圃の畦 と平行 している。

〔遺物 〕 1。 ,C一

3出土の小型のス リ鉢で、

内面に浅い 7本の目があり、

外面には 2本の太 目の沈線

がめ ぐっている。茶褐色の

釉で、胎土は、灰自色の柔

らかな焼成で、松本平をは

じめ各地で昭和期につ 〈ら

れたものである。 2.C

-4出土の線香立の口縁部

で益子焼である。細かい貫

1層  耕 作 土 層

2層  黒 か っ色 土 層

3層  か っ色 土 層

4層  黄 か っ色 土 層

― B

●
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Ｎ

＝
ヽ
―
十
１
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‥
―

Ｎ
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ヽ

―

キ

ー

2M

宮北遺跡 C一■、 C-2グ リット平面図、断面図 (1:60)
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入が入り、頸中は上部のみ薄い灰緑色の釉がかかっている。推定回径10cmで胎土は自色、焼成はやや

やわらがである。 3。 C-4出土の須恵器破片で口縁近くか:内面は黒灰色で調整にムラがあるが

よ〈研磨されている。
'外面は灰eで僅かに釉片がつ〈。 4も C-4出土で内黒の土師不である。僅

かに外面に段があり胎土もややあら〈、焼成もやわらかである。 5も C-4出上の土師不底部。

6も C-4出土の内耳鍋片。 7も C-4出二の内黒の浅い大形の皿か鉢で、底は糸切りで、中央が

ゃや上る。胎土はやや粗く、焼成は柔らかで外面灰茶色、一部赤色、内面は黒色である。平安終り頃

のものであろう。 8～ 12は C-5出土のもので、8は打製石斧。砂岩で現重65g、 外面は風化して面

がすれている。 9は須恵器片で縦のメタキロがなされている。 内面は研磨されている。内外青灰色

の胎土にやや砂粒を含む。10は溝状の礫中より出

=し
た須恵質土器で、胎土は黄茶色で、焼成は堅緻

である。色調は、外面茶色、内面は黒褐色である。11は 礫中より出土 したもので、薄い茶色の釉のか

かった同安窯系青磁碗で、外面下方には釉がかかっていない。外面には櫛目の文様がある。胎土、焼

成ともに良い。 12は土師質土器で、礫中ょり出土 したものである。底がややふ〈らみ、底縁の表面を

欠 くが、小形の土器である。外面茶褐色、内面茶色で、胎土、焼成は良い。

④ D地区 (第 10図  図版 7,9)

〔遺構〕 4× 3mの グリットを掘った。以前池のあったところの西端で、現況は道路である

が、池の沈澱物や粘土などは出ず、まだ池に接 していないようであった。約80cm下 より土師器片など

が検出され、その一部からは打製石斧が 2点出土 したが、遺構はなかった。

〔遺物〕 1、 2と も硬砂岩の打製石斧で、 1は 12。 5 cmで両サイドを打ち欠いた粗形で、 110

gで ある。 2は前後久失しているが、片倶1に 祭1離があり、現在の重さ190gで ある。 3は不体部。

4は不底部で共に土師器である。 3、 4と も同一胎土で砂利を含む。焼成はよわく、外面赤褐色、内

面黒茶色を曇する。

⑤ 表採遺物 (第 10図  図版 9)

A地区の東側桑園より表採したもので、組文時代の石鏃、須恵器、灰釉陶器などが採集されている。

5は打製石斧、硬砂岩製、バチ形で切り込み部両面に打痕があり、片側倶1面は自然面である。刃先は

やや磨耗している。 6は チャートの石鏃で無菫 0。 97gである。 7は灰釉碗、つけ高台、 8は須恵の不

底径 ■5 cm、 つけ高台で腰より直立してゆくもので、胎土、焼成ともによく、平安前期のものと思わ

れる89は須恵器でタタキロがあり、内面に?けたし部分がはみ出している。10は須恵器片。11は

須恵長頸瓶 0頸部。12は黄茶色のメタキロ文の須恵質土器。138須恵の1動反音防でヽある。 14～ 21は灰釉

で、15は碗底、高台が特に高い。16は碗口縁部、内外に釉がかかり白唇は小さくそっている。 17、 18
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も共に口縁部で、 17はやや内彎、 18は 16と ともに口唇が外反している。 19は碗底部でつけ高台で

ある。 20は壺月同部、外面 1.3 cm巾 で調整痕がつき、内面は凹凸のある灰自色の胎土である。21も 壺胴

部で、外面では釉のメレがぁりく釉はあつい緑色である。内面は調整で段がついている。22は須恵の

大甕片そ太いタメキロがつく。断面中央は紫茶が力)っ た胎土である。内面は研磨されて滑らかである。

第 4 土早
五
ロロ

今回調査範囲は僅か 100m8ぁ まりで確たる遺構の検出をみていないので、確定的なことは言えない

が、いくつかの考えられる尽についてとりあげてみたい。     '

① 遺構と遺物について

A地区およびC地区における礫列は性格の異なるものと考えられる。

IA地区では今まで水田耕作がなされておらず、南北に走る礫列は建造物に付随する大走り的なもの

ではないかと推定される。しかし、それに伴う柱穴は発見されてからず確定的なことは言い得ない。

また礫内より検出された瓦片が明治以降のものらしく、その点、この礫列の設けられた時代決定も新し

くなる。ただ上面出土の遺物についてみれば土師器、灰釉陶器など、平安期のものが出土 しているの

で、瓦は後世における混入とも考えられ、あるいは土師、灰釉陶器の時期のものとも推定することは

できる。

C地区については開田は明治時代かそれ以前であるらしいが、礫列の広がりと、すぐ北接して湧水

池があったという点か ら推して、水甲の暗渠排水 ともみえる。松本周辺では湿田改良に古 〈は粗柔を

もって行い、その後、礫をもって行い、更に土管などを利用している。 しかし、暗渠とした場合、

東西の列と南北の列が切れている点や、一部ではあるが礫の上部に粘土層のあったことが疑間として

残る。

伴出遺物は少ないが、打製石斧、灰釉陶器片、同安窯系の青磁片や土師質土器が検出されているの

で、この周辺で長期間に亘って生活が営まれていたことを伺わせる。

B地区については弥生、土師器の出土があったが(遺構としてはつかめなかった。しかし、明らか

に黒色土層の落込みがあったので、その面が弥生中期の生活面として推定できる。

② 信濃国府推定地説について

信濃国府は現伊和神社を含めて、方 8丁にわたるとの惣社説があり、その中′心地が今回調査箇所の

-18-



東側桑園あたりと推定する考えもあるが、今回調査に関して'は、それを裏付ける確たるものはない。

ただ桑園も含めて広範囲に亘って土師、須恵、灰釉陶器等が検出されているので、奈良、平安期に生

活根拠があったことが推定される。

これらのことにより、今後更Fc調査を深めれば、何 らかの結論を得ることができると思われるが、

今回調査はそのための一資料を得たことに意義 を認めたい。  :

なおその後第 1図 肱27の 元屋敷遺跡南周辺で弥生中期末 より後期の土器片及び蛤刃状磨石斧片が出

土 している。     ,
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●

あ  と  が  き

今回調査は日程の都合上、12月 半ばより月末までの多忙な折に行われたが、幸い温暖な

日に恵まれ、llF調 に進捗 し、当初予期しなかった弥生土器 や、 性格ははっきりしないが

礫列の検出されたことは、今後の調査の一資料 として活用されることと思われる。

発掘範囲の狭少ということもあつて、少人数での調査ではあらたが、中信考古学会・あ

がた考古会の方々のご協力により無事全 うできたことは感謝にたえない。

また、発掘調査をご快諸下さった地主の田中、原両氏のほか、種々ご教示下さった多く

の方々に厚 〈お礼申し上げる。

この調査がきっかけとなって市内の古代史解明と、文化財保護の気運醸成がはかれれば

望外の喜びである。                      (神 沢昌二郎 )

↓ な も 0し 0し 0↓ 0↓ 小 ↓小 ↓′筆

―

И Nえ ヽ だ ヽ イ ヽ イ 噸イ ヽ イ 咄 イ 屯 4t4も 0し 0↓ 冷 ↓ 4CaC仲 ↓ 伸 も oし oし 小 ↓小
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惣 社 車 塚 立 合 調 査 報 告

昭和 56年 11月 28日 (土 )A.M.9。 Oo～1.立合調査月日

2。 立 合 調 査 者 倉科明正、西沢寿晃、三村 肇、市教委 百瀬清

施工業者 積水ハイム

調査経過および結果

H月 16日 (月 )倉 科、西沢、三村、市教委神沢昌二郎の 4名 により、現地集合 したが、工

事担当者が不参加のため調査に至 らなかった。

11月 18日 (水 )業 者は何 ら連絡もなく工事 Fc着手。

11月 28日 (土 )住 宅はほぼ完成 していた。為に住宅敷地内のより墳丘に近い部分、住宅の

南倶1、 西側を部分的に トレンチをあけ精査 した結果、裾野地山面に礎石 (葺石 )を検出した。 し

かし石は数箇であるため、積み方は判然 としない。この礎石 と現況を測量すると、北に開口する

前方後方墳のプランが想定できる。

具体的に立合い調査結果 としては、住宅建設時には古墳の礎石を壊 していないが、宅地内に礎

石があることが判明した。                       (三 村 肇 )

惣社車塚古墳について

惣社車塚古墳は、松本市大字惣社字原 452番 の l FC現存する古墳で、その形態は松本市神田字

西仁能田,出川字丸山地籍に築かれた 4世紀後半に築造されたと推定されている弘法山古墳 と同

じ型式に属する前方後方墳である。

‐
惣社車塚古墳の所在する地番は大正 13年に3筆 に分割されたが、 総面積は 8畝 7歩 (823平

方メー トル )で あり、地日は墓地 となっており、同地の西原姓 らの共同墓地となっている。

この古墳について、その重要性に着日したのは当時東筑摩郡塩尻町堀之内(現塩尻市堀之内 )

出身で松本市在住の郷土史家であった故堀内千万蔵翁である。

翁は昭和初年松本市の委嘱を受けて松本市史 (上・下巻 昭和 8年松本市役所刊 )の編さん事

業に従事中に信濃国の後期国府が倭名類衆抄 (931～ 937)に よれば、その当時既に筑摩郡内に

あったと記載されているところから、中世には筑摩郡の・ことを一名国府郡 (こ 〈ふのこおり)又
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第 ■図
‐
惣社車塚実測図 (1:100)お よび切図 (1:600)
(明治初年のもの )

は府中などと呼ばれた松本市周辺にあったものと推考したのである。国府の位置・規模 0組織・

職制・政治 :経済・交通運輸・宗教などを研究する段階で、特に当時は政治と宗教 とは一致して

いたところから、平安時代に入ると各国の国府には必ず附設して建てられた、その国々の中にあ

る大小の神祗の総霊を合せ斎き祀る総社 (そ うしゃ・そ うざ )が あった事を確認 し、その総社が

隣接する東筑摩郡本郷村大字惣社 (そ うざ )で あることを推定 したのである。

翁は享保 9年 (1724)松本藩水野家編集に成る「 信府統記 」に惣社村 惣社六社大明神とある

ことに注目し、惣社集落の産土の神である伊禾ロネ申社こそこれ FC当 るとしたのである。その上更に

「 元禄十一年寅ノ正月九日 岡田組想 (惣 )社村道法神社佛閣之覚 」(惣社 原儀兵氏所蔵 )が

発見されて、これには

一、惣社官六社大明神 此宮坪数六尺二九尺、高サ弐間壱尺、宮口西むき、村より午方二当る、

此道法村より宮迄六丁弐拾弐間

ス

立
合
試

掘
箇

所
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とあることによつて、前記総社と総社を斎き祀る以前より国府の守護神である天・:地・東・西・

南・北の六箇所神を祀る六所 (ろ 〈しょ)又は六社 (ろ 〈しゃ )、 六社大明神が合せ祀 られてい

ることが判明したのである。

これによって国府の範囲確認の調査中に、当時既に半壊 となっていた車塚の呼称をもっている

古墳を発見したのである。

この推定後期信濃国の国府址の調査結果を史学雑誌である第一次の信濃第六巻第十■号(昭禾ロ

12年 12月 15日  信濃郷土研究会発行 )に『 信濃国府の新検討 』と題 して発表 したのである。

この論文の中で翁は地名考察の項で

「 車塚 総社と下金井 (現松本市大字里山辺の下金井 )の境界線の中程にある。

車塚 とは前方後円墳の旧称である。無論国府以前の遺跡である。刀・玉を出したといふ口碑 も

ある。彼奈良京の條坊中にさ、垂仁天皇の御陵があり、美濃国府にも古墳があるから、ここに古

墳が在っても差支は無い。因に云ふ、同様の字は此外伊和神社東南荒町地籍にも二箇所あって、

封土の一部はまだ遺って居る」と論 じているのである。

この車塚については、昭和 25年 (1950)東筑摩郡本郷村が本郷村誌編さんを計画 し、その編

さんのための史料調査の段階で「 明暦弐申ヨリ元禄十三辰迄 信州筑摩郡岡田組惣社村新切検地

帳」(惣社 野口満氏所蔵 )が発見され、そのなかの元禄弐己巳年 (1689)新切丼畑田二成ル斗

代上 りの項に

「 車塚 下々畑六歩 治兵衛 」とあることが確認されたのである。

元禄 2年は、水戸藩の徳川光囲が元禄 5年 (1692)に 下野国那須君5湯津上村 (現栃木県那須郡

湯津上村大字湯津上 )に ある上車塚 と下車塚 (著名な前方後方墳で、現在は上侍塚・下侍塚 とそ

の名称を替えている)を発掘調査 した年 より以前にこの惣社の地に前方後方墳 (その形態が京都

御所へ昇殿する貴族の乗る牛車の形に似ているところから、付けられたものである)が発見されている。

その後筆者は「 本郷村文化財調査資料 第一輯 昭和 40年 7月 10日 本郷村文化財審議委員

会刊 」において

車塚  惣社字車塚  惣社と里山辺の下金井 との村境にあり、車塚 とは前方後円墳の別名に

して、中信地方では唯一のもの、直刀・玉類・腺・甲冑を出土すと言伝へあり

と報告しておいたのである。

その後昭和 49年 (1974)4月松商学園短期大学がその敷地 と予定 した松本市木字神田,大字出l

川地籍にある古墳の発掘調査が中信考古学会の小松虔・大久保知巳・神沢昌二郎・西沢寿晃・倉

科明正 らの手によって開始されたが、‐前方後円墳か或いは前方後方墳の可能性が出てきたので発

掘調査を一時中止し、これに代って松本市教育委員会の主催により大正大学教授斎藤忠氏を招い
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て発掘が再開され、その結果東日本でも古い 4世紀後半 (西暦 350～ 4oo)の 前方後方墳 (全長

63m)と 認定され、後に国指定史跡 となつたのである。

(弘法山古墳'昭和 53年 6月 1日  松本市教育委員会刊 )

`こ の前方後方墳弘法山古墳の発掘調査によって、惣社の車塚古墳 も果然前方後方墳の可能性が

増 したのである。

昭和56年 10月 24日 松本市教育委員会の依頼を受けて、松本市里山辺湯原字風上 り地籍に古墳

類似大石群調査の途次中信考古学会の倉科・三村・横田・山越 らによって本古墳の確認が行われ、

その後明治 7年惣社村田畑一筆限地引帳附属の地引絵図 (惣社・原儀兵氏所蔵 )に よって、この

車塚古墳が前方部を北に向けた主軸方向凡そ南北の前方後方墳の古墳形態 として記載されている

ことが確認されたのである。

~こ
れらによって松本市教育委員会は、 この調査を中信考古学会の倉科明正・三村肇・西沢寿晃

らに委「/5し、同教育委員会社会教育課文化係の百瀬清氏立会のもとに車塚の範囲確認の一部発掘

と共に実演1に 当ったのである。

その後更に昭和 57年 2月 11日 倉科 ,三村・西沢・横田作重 らが市教育委員会の文化係長神沢

昌二郎氏立会を得て再度の実測調査を行った結果全長31mを数える中信地方では弘法山古墳に次

ぐ大きさをもつ前方後方墳 と判 り、中信地方はもとより長野県の古代史に重要な課題をもつ重要

古墳 と認めてここに報告する。

なお惣社地籍には、この古墳のほか相当の大きさを持つ円墳の存在が前記 した明暦 2年 より元

禄13年迄の惣社村新切検地帳のうち寛文 8年 (1668)新切の部に満仲 (鰻頭 )塚 下畑壱畝弐拾

四歩   叉七郎

と見えている。

同所 下畑壱畝三歩   市之丞 合計 2畝 27歩 (286耐 )

この円墳が前記惣社車塚 と如何なる有機的関係にあったかは、現在この位置不明で推定出来難

いが、惣社車塚が単独の古墳でな〈ほかにも古墳があつた事を参考に付記してお 〈ものである。

本古墳確認調査をするに当り、貴重な史料を提供 して頂いた地元の原儀兵・野口満の両氏を始

め、調査に御協力して頂いた関係各位に厚 〈御ネLを 申し上げるものである。

(昭和 57年 2月 20日 調査責任者倉科明正 )

参考文献

「 前方後方墳 」 茂木雅博 雄山閣 S。 49。 9
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図版 ■ 発掘調査箇所全景 (北西より )
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図版2 発掘調査箇所全景 (南西よ り )



図版 5 A地 区礫列およびその断面
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図版 4 B地 区集石および遺物出土状況

-28-



図版5 C地区礫列 (間竿に沿って続いている。上・南より、下・北より )
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図版 6 C-5グ リット礫フl及 び断面
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図版 7 D地 区遺物出土状況
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B、 C地区出土遺物

(A地区 1～ 13、 B地区 1～ 6、

図版8 A、
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D地区出土遺物および表採遺物

(D地区 1～ 5、 表採 6～22)
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